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熊本保健科学大学

８月26日（土）、国立感染症研究所
病原体ゲノム解析センター長、黒田誠
先生による大学院修士課程の90分の講
義に参加しました。今年４月に国立感
染症研究所と本学が結んだ連携大学院
の記念すべき第１回の講義です。PCRの
基本・応用・実践をテーマにした講義
の詳細は、志多田研究員の報告に任せ
るとして、私は、自分が初めてPCRの威
力を経験した頃のお話をします。
1997年頃、私は、岐阜の製薬工場の
品質管理部長を務めていました。製薬
用の水を0.2μｍのフィルターを用いて
ろ過するのですが、通常は、このポア
サイズであれば除菌できるはずです。
ところが、どうしても菌（バイオフィ
ルム）が出てきて困っていました。改
善が進みません。その時、解決につな
がったのがPCRだったのです。PCRで同
定した結果、菌はラルストニア・ピ
ケッティ（Ralstonia pickettii）でし
た。この菌が、0.2μｍの膜を通過して
いたのです。他の細菌は、その膜を通
過できません。そのフィルターろ過後
の水から検出される菌は、ラルストニ
ア・ピケッティばかりです。なるほど、
ろ過の理屈が通ると思いました。この
菌は貧栄養のきれいな水のところで生
きていける菌でした。PCRの同定で、工
場で苦労した難問をすぐに解決するこ
とができました。「PCRは凄い」と感じ
たのは、25年程前のことです。この３

年は、新型コロナでPCRは認知されてし
まいました。
黒田先生の今回の講義はPCRでしたが、
これから次世代シークエンサーなど遺
伝子解析へと展開していくと思います。
先生の講義が楽しみです。
そして、受講して思ったことは、好

奇心をもつことの大事さです。ちょっ
とした一歩を踏み出せば、色々なもの
が見えます。また、素晴らしい方と出
会えます。
教育、研究、社会人のリカレント教

育、リスキリング教育、高大連携、小
学生・中学生、父兄、老若男女を問わ
ず、身体と心の健康へのチャレンジな
ど、大学は、最高の場所だと改めて思
いました。黒田先生に心から感謝申し
上げます。＝写真は、講義後に記念撮影す
る関係者。右から３人目が黒田先生

好奇心持って一歩踏み出せ

６月９（金）～11日（日）に名古屋国際会議場で開催された第64回日本臨床細胞
学会総会（春期大会）で、医学検査学科の亀山広喜講師＝写真＝がポスター部門の
優秀演題賞を受賞しました。
受賞演題は「ヒト肺小細胞癌を用いたスフェロイド培養（３次元培養）の基礎的
検討」。ヒト肺小細胞癌を生体内の増殖環境に近づけることで、より癌の特性を明
らかにできるとの考えのもとに取り組んだ基礎研究の一環で、伊藤隆明教授、南部
雅美教授との共同研究です。
一般的な細胞培養では、２次元培養が主流となっていますが、生体内では細胞は
３次元で増殖しています。そのため生体内の細胞の特性に近い環境での培養が可能
となるスフェロイド培養が行われるようになりました。亀山講師は、ヒト肺小細胞
癌であるH69AR細胞を用いて２次元培養とスフェロイド培養（３次元培養）の形態
学的及び遺伝子発現の基礎的検討を行いました。
亀山講師は「今後は次世代シークエンサーを用いて、広範な遺伝子発現比較解析
が可能であるRNAシーケンス実験に取り組み、同学会総会の秋期大会で発表する予
定です」と話していました。（入試・広報課）

日本臨床細胞学会総会春期総会 ポスター部門

亀山講師（ ）に優秀演題賞医学検査
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高大連携、SGと交流

一日看護学生体験

「高校生の一日看護学生体験」が８月22日
（火）、3320実習室で行われ、県内の高校生
19人が参加しました。コロナ禍のため昨年ま
では規模を縮小して実施していましたが、今
年はコロナ禍前と同様の体制による開催とな
りました。
同日は、岡順子教授が「看護とは何か？」
と題して看護の定義や目的、基礎技術の「バ
イタルサイン（生命兆候）：血圧、脈拍な
ど」について模擬授業を行い、生徒たちは緊
張した面持ちで受講していました。演習では、
実際に聴診器を使っての血圧測定や、パルス
オキシメーターを使った血中酸素飽和度や脈
拍の測定を体験しました。聴診器を使っての
血圧測定は初めての生徒が多く、悪戦苦闘す
る姿も見られました。
生徒たちは「演習が思ったより緊張したけ
ど、うまくいってよかった」、「（学内見学
では）ベッドなど設備が整っていて、改めて
驚いた」、「（今日の体験を受けて）もっと
看護について学びたいと思った」などの感想
を述べていました。また、体験講義・演習が
終わっても居残って、再度血圧測定に取り組
む熱心な生徒たちもいました。

（入試・広報課）
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熊本西高の生徒９人が８月21日（月）、松
原慶吾准教授（言語聴覚学専攻）のスモール
グループ（SG）を訪問し、言語聴覚士につい
て学びました。同校との高大連携の一環で、
昨年度と同じように同校と松原SGとの間で計
３回計画されています。
本年度第１回となる同日は、「言語聴覚士

について知ろう！」をテーマに3219実習室で
松原SGの横林尚太さん、久木井萌さん、小嶋
陽菜さん、益田桃佳さん、白浜あやかさん
（以上、言語聴覚学専攻４年）が言語聴覚士
の仕事について説明しました。合間にはクイ
ズも出題され、終始穏やかな雰囲気の中で行
われました。
中学２年生の時、言語聴覚士と接した経験

がきっかけで言語聴覚士を志すようになった
という宮川姫乃さん（同校２年）は今回の講
座を「（いろいろ学べて）楽しかったです」
と振り返り、「残り２回の講座も楽しみで
す」と期待を口にしていました。
第２回は「高齢者の現状と言語聴覚士の対

応」のテーマで28日（月）に同校で実施され
ました。第３回も「評価に基づいた訓練と言
語聴覚士体験」と題して同校で講話と演習を
行います。（入試・広報課）

■必由館高校１年生が来学 必由館高校の１年生48人が８
月24日（木）に来学し、模擬授業等を体験しました。一行は、
大学概要についての説明を受けた後、健康・スポーツ教育研
究センタースタッフの案内でアリーナを見学。その後、希望
の学科ごとに分かれ、模擬授業を受講しました。在学生の発
表コーナーでは、同校の卒業生でもある玉永朱里紗さん（医
学検査学科３年）、宇都宮早紀さん（看護学科３年）、岡嶋
真由さん（リハビリテーション学科言語聴覚学専攻３年）が、
大学生活について所属する学科専攻の４年間の流れや志望動
機について話をしました。質問コーナーでは、高校生たちか
ら苦手教科の克服方法や受験直前の学習時間、おすすめのア
ルバイトなどの質問があり、卒業生の３人は丁寧に答えてい
ました。（入試・広報課）

血圧測定に悪戦苦闘

言語聴覚士って？

先輩学生による学科説明などを聞く必由館
高校の生徒たち

クイズについて話し合う熊本西高生たち



健康・スポーツ教育研究センター
が水上村との包括連携協定に基づい
て７月と８月に実施した「スポーツ
合宿アスリート支援」。支援プログ
ラムの中で「栄養指導」にあたった
（株）明治の管理栄養士、村野あず
ささん＝写真＝は、プロボクシング
WBC・WBOスーパーバンタム級王者の
井上尚弥選手、女子マラソンの新谷
仁美選手、平昌、北京両五輪で金メ
ダルを獲得したスピードスケートの
髙木美帆選手らトップアスリートの
栄養アドバイザーとして、高いパ
フォーマンスを支えています。
村野さんによると、競技は違って
もトップ選手たちに共通するのは
「自分に限界をつくらず、常に高み
を目指していること」です。そのた
めには、「基本を大切にし、地道な
ことを継続する力」を備えていると
いいます。

「地道な継続」は食事の面でも同
様です。どの選手も食に対する意識
は高く、例えば髙木選手は「食事ひ
とつで大きく変わることはないけれ
ど、この積み重ねの先の未来で大き
く変われると思うと、ひとつたりと
もおろそかにできない」と、北京五
輪までの１年間、食事ごとにその内
容を写した写真が、村野さんの携帯
に送られてきていたといいます。
水上村でのアスリート支援では、

「栄養フルコース型」の考え方を
ベースに本学と明治が共同で考案し
た「スポーツ飯」が、選手が宿泊す
る民宿で提供されています。食事内
容を写真に撮って親にメール送信す
る選手もおり、村野さんは「合宿を
機に、ふだんの食を大切にするとい
う意識が広がってほしい」と話して
いました。（NL編集部）

トップアスリート 「食」で支える
管理栄養士・村野さん 地道な継続の大切さ訴え

インフォメーション

週間行事予定（９月２日～８日）

９ / ３（日） ９月期オープンキャンパス

９ / ７（木）8：50～ 大学院修士学院論文 中間発表会（1304M講義室）

本学のリハビリテーション学科３専攻の取
り組みを９日（土）10時35分から、テレビ熊
本（TKU）の特別番組で紹介します。「リハビ
リテーションの新たな未来をひらく」と題し
た約30分の放送では、各専攻の学生や専攻長

のインタビューや朝日野総合病院で活躍する
卒業生の様子などが紹介されます。TKUは本学
や朝日野総合病院での取材を重ねてきました。
ぜひご視聴ください。

リハ学科３専攻を特番で紹介 ９日10時35分～、テレビ熊本


